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中学理科プリント（書き取り）
光・音・力

名前 得点

　／22

問1 波の数によって決まる、音の高さの指標となるものを何という？

問2 物体に働く力を図で表す際、力が物体に加わっている場所のことを何という？

問3 物体が1秒間に振れる回数を表す数値で、単位にヘルツが用いられるものを何という？

問4 物体に働く全ての力がつり合っているとき、その物体は止まったままか、あるいはどの
ような運動状態を維持するか？

問5 物体が細かく震えることで発生し、空気などの物質を次々と伝わっていく現象を何とい
う？

問6 一定の力が加わる時、その力がかかる範囲の広さを何という？この広さが小さいほど、
物体に加わる力は強まる。

問7 凸レンズに光軸と平行な光を当てたとき、屈折した光が一点に集まる場所のことを何と
いう？

問8 1秒間に震える回数のことを専門用語で何という？

問9 複数の力が働いているとき、それらの力を合わせたものと等しい働きをする一つの力を
何という？

問10 音の高さを示す単位として、1秒間あたりの振動数に用いられるものを何という？

問11 レンズの境界を通る際に、光の進む向きが変わる現象を何という？

問12 光が表面のざらざらした物体に当たった際、さまざまな方向に散らばる現象を何とい
う？

問13 凸レンズを通った光が一点に集まり、光の点として捉えることができる像のことを何と
いう？

問14 物体に対して実際に力が加わっている位置を何という？

問15 空気中を伝わる音の速度が、より速くなる原因となる要素は何か？

問16 平面鏡の向こう側に存在するように見える、実体ではない像のことを何という？

問17 鏡やレンズを通して見たとき、実際には光が集まっていないにもかかわらず、そこにあ
るかのように見える像を何という？

問18 凸レンズの焦点距離よりも内側に物体を置いたとき、像が実物と同じ向きに映ることを
何という？

問19 1秒間に1回震える回数を表す単位を何という？

問20 凸レンズの厚みが大きくなると、レンズが光を曲げる力はどうなるため、結果的に距離
が短いものとなる？

問21 ばねにおもりをつるしたとき、おもりの重さとばねののびが比例する法則を何という？

問22 てこのしくみにおいて、おもりなどを動かすために力を受ける場所を何という？



いちごドリルプリント

答え合わせ・解説

問1 答え
振動数

高い音ほど1秒間に空気が振るえる回数（振動数）が多く、低い音ほどこの回数は少なくなります。人間が聞き取れる音の範囲
は決まっていますが、楽器のチューニングなどでこの数値が調整されます。

問2 答え
作用点

力を矢印で書くとき、その矢印の始まりの部分を「作用点」と呼びます。この点は力が実際に物体に加わっている場所を指し
ており、どこに力が加わるかによって物体の動きや回転の仕方が変わります。力のつり合いを考える際、力の大きさと向きが
同じでも、この点が異なると物体が回転してしまう場合があるため、非常に重要な概念です。

問3 答え
振動数

振動数とは、1秒間に物体が何回振動したかを示す値です。単位にはヘルツが使用されます。楽器の調律や音の高さの判断にお
いて重要な数値となり、この数値が大きければ大きいほど、耳には高い音として認識されます。

問4 答え
等速直線運動

物体が止まっている場合はそのまま止まり続けますが、すでに動いている物体に力がつり合った状態で加わると、速さと向き
を変えることなくまっすぐ動き続けます。これを「等速直線運動」と呼びます。力がつり合っている＝加速も減速もしないと
いう点が特徴です。

問5 答え
振動

音は空気や水などの物体の中を伝わる波の性質を持っています。その発生源となるのが、物体が小刻みに動く「振動」です。
物体が動くと、その周囲の空気の粒子が押され、次々と隣の粒子へと力が伝わっていくことで音が波として伝わります。音の
高さは1秒間に振動する回数（振動数）によって決まり、単位にはヘルツ（Hz）が使われます。音は真空中では伝わることが
できません。これは音を伝えるための物質が存在しないためです。このため、音の速さは伝わる物質の種類や温度によって異
なりますが、真空状態ではそもそも音の波が発生・伝播できないため、音が届くことはありません。

問6 答え
面積

圧力の大きさは、物体に加わる力（ニュートン）を、力がかかっている「面積」で割ることで算出されます。このため、同じ
大きさの力であっても、力が加わる範囲が狭ければ狭いほど、物体にかかる圧力は集中して大きくなります。例えば、スノー
シューを履くと雪に沈まないのは、体重という力を広い面積に分散させることで、地面への圧力を小さくしているからです。
逆に、画びょうの先のように非常に狭い範囲に力を集中させれば、小さな力でも対象に深く刺さることができます。この関係
性は身の回りの多くの道具の仕組みに使われています。

問7 答え
焦点

凸レンズの性質として、レンズの主軸に平行な光を入射させると、レンズを通った後に特定の点で交わります。この交わる点
は「焦点」と呼ばれ、レンズの光学的特性を考える上で非常に重要な指標となります。この点はレンズの両側に等距離で存在
し、レンズの曲率によってその位置が変化します。この「焦点」を利用することで、凸レンズは拡大鏡やカメラのレンズとし
て光を制御し、像を結ぶ役割を果たすことができます。レンズの性能を理解するための基礎的な概念です。

問8 答え
振動数

1秒間に1回震えるとき、その振動数は1ヘルツと定義されます。振動数が大きいということは、1秒間に何度も小刻みに震えて
いることを意味し、これが高い音として私たちの耳に届きます。逆に振動数が小さいと、ゆったりとした震えになり低い音と
して聞こえます。

問9 答え
合力

同じ方向に働く力は合計することで合力を求め、逆方向に働く力は引き算をすることで求められます。もし合力がゼロであれ
ば、物体は静止した状態を保つか、等速直線運動を続けることになります。

問10 答え
ヘルツ

ヘルツは周波数の単位であり、1秒間に繰り返される振動の回数を示します。人間が聞き取れる音の範囲は一般的に20ヘルツ
から20000ヘルツまでとされ、これより低い音は低周波、高い音は高周波と呼ばれます。

問11 答え
屈折

空気中からガラスなどのレンズへ光が入る際、境界面で光が曲がる現象を屈折と呼びます。凸レンズはこの屈折を利用して、
平行な光を一点に集めたり、像を拡大・縮小させたりすることが可能です。

問12 答え
乱反射

表面が平らな鏡では光が一方向に反射しますが、紙や壁のような凹凸がある場所では、光がそれぞれの面で反射してあちこち
に散らばります。これを「乱反射」といい、この現象のおかげで、私たちはどの角度からでも物体の表面を見ることができて
います。

問13 答え
実像

物体を焦点の外側に置いたとき、凸レンズで屈折した光が集まる位置にスクリーンを置くと像が浮かび上がります。これが実
像です。凸レンズとスクリーンの距離を調整することで、像の大きさを変えることができます。

問14 答え
作用点

作用点は、物体に対して力が具体的に加わっている点のことを指します。力の矢印を描くとき、その矢印の始点が作用点とな
ります。

問15 答え
気温

音は空気の振動として伝わりますが、その速度は環境条件に左右されます。特に気体の場合、温度の変化が音速に与える影響
は大きいです。気温が高くなると、空気の分子同士の衝突が活発になるため、音の振動が隣の分子へとより素早く受け渡され
るようになります。結果として、気温が1度上がるごとに音速は秒速約0.6メートルほど速くなることが知られています。これ
は夏の暑い日と冬の寒い日では、遠くから聞こえる音の伝わり方に微妙な差が出る理由の一つです。音の速さは、正確には
「秒速約340メートル（摂氏15度）」を基準として計算されることが一般的です。

問16 答え
鏡像

鏡に映った像は「鏡像」と呼ばれ、鏡面に対して物体と対称な位置にあるように見えます。スクリーンに直接映し出すことは
できないため「虚像」とも呼ばれます。物体から出た光が鏡で反射し、私たちの目に届く際に、まるで鏡の裏側から光が来て
いるかのように脳が判断することでこの像が見えます。

問17 答え
虚像

虚像とは、光の進む向きを逆方向にたどって延長した線が交わる点にできる像を指します。実際に光線がその場所を通ってい
るわけではないため、スクリーンに投影することはできません。平面鏡に映る自分自身の姿や、虫眼鏡で拡大された像などが
この代表例です。

問18 答え
正立

物体を凸レンズの焦点の内側に置くと、光は集まらず、レンズを通しても実物と同じ上下左右の向きで大きく見えます。これ
を正立と呼び、スクリーンには映せない虚像として観察されます。

問19 答え
ヘルツ

1秒間に1回振動する現象は「1ヘルツ」と表されます。電化製品の電源周波数や、スピーカーから出る音の高さを表す際にも
幅広く用いられます。この単位は、電磁波の存在を証明したドイツの物理学者ハインリヒ・ヘルツの功績を称えて名付けられ
ました。

問20 答え
短く

凸レンズには光を屈折させて一点に集める能力があり、この能力を「屈折力」と呼びます。レンズが厚いほど、またレンズの
表面のカーブがきついほど、光を曲げる力は強くなります。そのため、光が強く曲げられることでレンズから集光する点まで
の距離が短くなり、焦点距離が短いレンズとなります。反対に、薄いレンズやカーブが緩やかなレンズは光を緩やかに曲げる
ため、光が集まる場所までの距離は長くなります。この仕組みは眼鏡の度数調整やカメラのズーム機構などにも応用されてい
ます。

問21 答え
フックの法則

ばねに加える力が小さい範囲であれば、その力に比例してばねは伸び縮みするという内容です。この関係を用いることで、ば
ねを利用した「ばねばかり」などの測定機器を作ることができます。比例定数はばね定数と呼ばれ、ばねの硬さを表します。

問22 答え
作用点

てこには「支点」「力点」「作用点」の3つの場所があります。このうち、物体を持ち上げたり移動させたりする負荷がかかる
場所が作用点と呼ばれます。


